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スギ幼齢林における広葉樹稚樹の発生と分布

ミズナラを種とする二次林の伐採跡地における事例

長谷川幹夫*

Establishment and Distribution of Hardwood Seedlings 
on Juvenile Cryptomeria japonica D.Don Plantation 

A case sludy on a clear cutting sland dominaled 
by Quercus crispu畑 81.

HASEGA W A， Mikio. 

1 studied establishments and distributions of hardwoods in 3・yearsold Cりがmeria

japonica D.Don plantation. Its advance growth was dominated by CJaponica (natural 

growth) on ridge， Quercus criゆulaBl. on upper part， and Acer spp. on lower part of slope. 

And the stand was about 40 years old. Seedlings of hardwoods in the plantation estab. 

lished most in 1986 and many in years before and after 1986 that was next year of clear 

cutting of the advance growth， and nothing in 1988. The seedlings of Q.criゆulawere many 

on upper part of slope， and those of Acer ntfinerve Sieb.et Zucc. were many on lower pa此，

so they were aggregated distribution. This disitribution pattern of seedlings was the same 

as that of the advance growth. Phelodendron amurense Rupr. that had seed dispersed by 

bird and stokked in soil for long term was random distribution. Densities of the seedlings 

were 5，714/ha on Q.criゆula，3，357/ha on A.ntfinerve， 1，214/ha on P.amurense. In this 

stand， the seedlings of all mesophanerophyte grow 14，000/ha， 5，600/ha higher than 30cm. 1 

can knew possibility of success of regeneration on c1ear cutting stand dominated by Q. 

criゆula.

3年生のスギ造林地において広葉樹稚樹の発生経過と分布状況を調べた。この造林地の前生

樹は尾根上ではスギ(天然生)，斜面上部ではミズナラ，斜面下部ではウリハダカエデ等のカエ

デ類が優占しており，その林齢は約40年であった。スギ幼齢林での広葉樹稚樹は前生樹の伐採

から 1年後の1986年に発生した個体が最も多しその前後の年に集中して多かったが1988年に

発生した個体はなかった。尾根では稚樹は少なかったが， ミズナラは斜面上部に，ウリハダカ

エデは下部に集中分布しており，前生樹の樹種の斜面位置による分布の違いと稚樹のそれは一

致していた。烏散布で埋土種子となるキハダはランダム分布であった。稚樹の密度はそれぞれ

ミズナラで5，714本/ha，ウ IJハダカエデで3，357本/ha，キハダで1，214本/haなどで， 17種の

高木性広葉樹の稚樹は総計14，000本/ha，樹高30cm以上のもので5，600本/ha生育していた。

以上のことは40年生のミズナラを主とする二次林の伐採跡地での天然下種吏新の可能性を示唆

していた。

1992年 6月30日受理

*林業試験場
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1.はじめに

限られた林地を有効利用するためには，不成績造

林地でも施業の転換を図る必要がある。そこへ広葉

樹が侵入した場合，不成績の対策(赤井ら， 1989， 

小谷， 1990など)のためだけでなく，混交林の造成

(赤井ら， 1986)，広葉樹の更新(前田， 1985)，省力

化(赤井ら， 1987) などの資料として貴重である。

しかしこれまでの報告は既に混交林状態を呈した

若齢林以上の段階の調査例が多く，林分構造を決定

する重要な段階である幼齢期の報告は少ない。森林

の吏新は，伐採収穫される林分の構造(前生樹)と

撹乱の程度(施業)によって決まってくるため，両

者の関係を知ることは更新の資料として重要と思わ

れる。施業については皆伐一造林一下刈りー除伐と

いうようにかなり一律に行われるが，前生樹は立地

によって構成種が異なる。例えば富山県の広葉樹天

然林は構成秘から， コナラ， ミズナラ，カエデ類，

ケヤキ，プナ，カンパに大きくタイプ分けできる(長

谷川， 1989，宮脇， 1977)。これらは環境や更新特性

がそれぞれ異なるため，それぞれのタイプの林分を

表ー 1 残存林分の斜面位置による服組成の迎い

Difference of f10ristic composition by positions on slope. 

斜 面位置

Position 

尾

Ridge 

十艮 斜而上部

Upper part 

樹種 基底面積“ 密度"・ 基底面積" 密度...

Sy. Species {rrr/ha} {No./ha} (耐/ha} (No./ha) 

Qs ミズナラ

As コハウチワカエデ

η シナノキ

Sm アズキナシ

W オオカメノキ

Aj ハウチワカエデ

Bj ヤマボウシ

Hj マルパマンサク

Qs コナラ

σ。クマシゲ

α スギ

Mo ホオノキ

F/ ケアオダモ

Ms タムシノ〈

Ar ウIJハダカエデ

Amアカイタヤ

Total合計

4.87 

0.41 

2.05 

0.94 

0.13 

0.51 

0.19 

0.71 

0.28 

4.66 

16.82 

3l.56 

400 

50 

100 

100 

50 

50 

50 

300 

50 

450 

750 

2350 

14.14 

0.31 

2.83 

0.40 

1.01 

1.13 

0.43 

7.80 

0.30 

0.28 

2.65 

31.29 

Not白:・ Symbolsare showed next and are the same as in other Tables and Figures 

Aj. Accr jatonicum Thunb.; Asi. Acer sicboldiomml Miq.; 
Asc. Acantl/Otanax sciodopJ.ザIloidesFranch.et Savat.; 
Bc. Belula ennanii Cham.; Bj. BellllUJmidio ja，仰 nicalIara; 

800 

50 

150 

150 

50 

200 

50 

300 

100 

50 

150 

2050 

Bm. Belula max;mowicz必tlaRegal; Cc. Cas/anea crenala Sieb.et Zncc.; 
Cja. Cartinus japonica BI.; Cj. Cりが'omeriajatonica D.Don; 
Cjc. Cellis jessoetlsis Koidz.; 尺 Fnぽ umslallug;，/Osa Koidz.; 
Hj. Hamamelis jatollica Sieb.et Zucc.; Ma. Morus aωIralis Poir.; 
Ms. Magt/OI.必 salic柿l必 Maxim.; Pa. Plu:llodclldroll amltrellSC Rupr.; 
Ps. Pnmus sargenlii Rehder; Qs. Querclts serrala Thunb.ex Murray; 
Sj. Sorbus jatotl;ca Hendlund; PI. Palllonu宜 lomenlosaSteud.; 
η Tilia jatollica Simonkai; 収 Vibllnmmjurcalum Blume ex Maxim.; 

* * Basal area 
**ホDensity

斜面下部

Lower part 

基底面積“ 密度目・

(rrr/ha) {No./ha} 

9.19 

5.87 

6.41 

0.74 

5.99 

12.15 

40.34 

313 

469 

260 

104 

156 

469 

1771 



白

Uz--

伐採した跡の拡大造成林地における更新状況を個別

に知っておくことは意義が大きいと思われる。ここ

ではミズナラ，カエデ類を主とする二次林を伐採し

て造林されたスギ幼齢林での広葉樹稚樹の発生，分

布特性を調べた。

2.閑査地と方法

調査地は高山県中央部に位置する立山町松倉の公

社造林地で，ここは標高650mの尾根上から沢へ落ち

る傾斜度20-30・の北西斜面からなり，年最大積雪深

は2m(平ら， 1990)である。かつて二次林が成立し

ていたが， 1985年に皆伐され，スギが3000本/ha植

栽され，下刈り，倒木起こしが調査年の1988年まで

毎年行われてきた。調査は 9月に山頂から尾根下部

にかけて幅 1m，水平距離54mの帯状区を設定して，

尚水性広葉樹(ここではラウンケアの大型および中

型地上純物;MM  (宮脇ら， 1978) とした)の稚樹

を全て堀り取り，持ち帰って樹種と樹高，根元直径

を測定し，恨元付近の年輪数，冬芽跡，切られ跡等

から樹齢を調べた。また幅 4m，長さ35mで等高線に

垂直に設定された方形区を 1x 1 mlで区切り，その

区内の広葉樹，天然生スギ稚樹および植栽スギにつ

14 
町1

-シナノキ.η

- ・ ウ 1)ハダカエデ.Ar
ミズナラ.Qc

“ 12 .c 
逗g

.c 

ωω
』ト

志

。コハウチワカエデ.Asi

いて樹種名と樹高を記録した。

1991年11月に造林地に接して残存している林分に

おいて，方形の調査区を尾棋部(匝i積200ml
)，斜面

上部(面積200ml
)，斜面下部(面積192耐)に各 1区

設けて，胸高直径5cm以上の樹木について毎木調査

(樹穏，胸高直径，樹高)を行った。また成長錐によ

って一部の固体の樹齢を推定した。

3.調査結果と考察

3.1 残存林分の林相

造林地に接して残存している林分の 3調査区の調

査結果(衰ー 1)から，尾根では11種出現し，その

内スギ(天然性)が本数，胸高断面積合計(基底面

積)ともに最も大きし次いでミズナラ，クマシデ

が多かった。斜面上部では11組出現し，その中でミ

ズナラが最大で，次いでホオノキが多かった。斜而

下部では 6穂のうちアカイタヤが最も多<，次いで

ミズナラ，シナノキ，ウリハダカエデなどがあった。

このように斜面位置によって優占税が異なっており，

その関係は，富山県中央部の二次林の組組成と立地

聞の関係を解析したもの(長谷川， 1989) とほぼ一

致していた。

0.1己出
Ridge 

・.斜[flrド郎
Lower part 

。スギ.α

ミズナラ.Qc
o 

。シナノキ.η

。ミズナラ.Qc
.コハウチワカエデ.Asi

。スギ.Cj

』園圃圃ーー....&

45 55 

樹齢

Tree age (yead 

造林地周辺二次林内における試料木の樹齢と樹尚の関係
Relation between tree age and tree height of sample trees 
in secondary for白 tnear by the plantation. 

。ミズナラ，な

乙~

図ー 1

。スギ.α

65 75 

Note:Symbols are the same as in Table 1 
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ミズナラはいずれも1986年に発生のモードを持って

いた。ウダイカンバ，エゾエノキは1987年に肢も多

く，オオヤマザクラは1982年から1987年まで発生の

範囲が広かった。また，いずれの樹種も1987年には

発生数は減少し，1988年には発生していなかった。

ミズナラ,ウリハダカエデは種子の寿命が短〈（森，

1991）散布範囲が狭いこと，1984年以前に発生した

稚樹がほとんどないことから，これらの樹種の稚樹

は伐採前の1984年に落下した種子が発生，定着した

ものに限られると考えられる。また1986年に発生し

たように見える稚樹は下刈りなどによって地上部が

失われた個体が実生萌芽によって見かけ上若返った

可能性が大きい。このような特性を持つ樹種でここ

に出現するものとして他にクリ，コナラがあげられ

る。キハダの種子は烏などによって散布され，埋土

種子として林地に長期間生存する(森，1991)。これ

は皆伐によって発芽に適した環境となったため発生

してきたのであろう。エゾエノキ，ヤマボウシ，ウ

ラジロノキもこれと似た特'性であろう。オオヤマザ

クラは林内にあった時でも発生した個体が認められ，

成長錐の試料から推定した樹齢（図－１）は広葉

樹では35～45年であり，この林分は約40年前に皆伐

等の撹乱があったと推定された。ただスギでは55～

70年であり，この種のみ皆伐当時に刈残された可能

性がある。また樹齢と樹高の関係（図－１）から，

樹高は尾根部で約40年で10～12ｍ，斜面下部で13～

１４ｍであった。樹高成長としては斜面下部で，北海

道のミズナラ林，イタヤ林の２等地程度の成長を示

していた（松井善喜，1977)。

このことから，この造林地の前生樹は比較的良い

樹高成長を示す約40年生のミズナラを主とし，尾根

部ではそれに加えてスギが，斜面下部ではカエデ類

が混交していたと考えられる。

３．２稚樹の発生年

各個体の樹齢から推定した各樹種の発生年の頻度

分布（図－２）をみると，前生樹が皆伐されたのが

1984年であるから，全体では伐採前から生育してい

た稚樹はわずかで，伐採の年から発生数は急増し，

1986年にモードを呈した後減少していた。樹種ごと

に見ると，ウリハダカエデ，ケアオダモ，キハダ，

ｍ
０
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図－２主な椎樹の発生年の頻度分布

Frequencydistributionsofestablishmentyearsofmainseedlings，
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林内稚樹としても存在していた。ウワミズザクラも 期はもっと早〈集中していた可能性がある。

同様な結果(長谷川. 1991)があり，これらは似た

更新特性を持っていると考えられる。

以上のことから，ほとんどの種の稚樹は伐採年か

ら1-3年後に集中して発生していた。これは林床

における光環境等の好転が発生を促したためと考え

られる。筆者(1991)が30年生の造林地に生育する

広葉樹を調べたところ，造林年から 7年後に稚樹の

発生もモードを認めているが，上の結果や年輪から

樹齢を知る時の誤差などから考えると，その発生時

褒-2 造林地における稚樹の密度と平均樹高

Densities and mean heights of seedlings on the 
plantation. 

樹穂

Sy.. Species 

Pd アカマツ

Bm ウダイカンノ〈

Ar ウリハダカエデ

F世 ウワミズザクラ

h オオヤマザクラ

Pa キハダ

Pt キリ

Cc クリ

Asc コシアブラ

Qs コナラ

Asi コハウチワカエデ

Ci スギ(天然)..

α スギ(植栽)・“

Be ダケカンノ〈

Sp ナッツバキ

Fl ケアオダモ

Qc ミズナラ

Ma ヤマグワ

Hardwood 広葉樹小計

Total 二p乞、. 種

平均樹高 本数

Mean height 

(cm) 

20.0 

52.5 

21.0 

30.3 

36.0 

23.5 

33.3 

50.7 

35.0 

27.7 

16.3 

31.3 

114.8 

52.0 

28.0 

26.0 

28.1 

20.0 

22.0 

39.3 

No./ha 

71 

286 

3357 

214 

286 

1214 

214 

214 

71 

643 

214 

643 

2286 

71 

71 

643 

5714 

71 

13357 

16286 

Notes Symbols are the same as in Table 1 
•• Natural seedlings 
••• Planted 

3.3 稚樹の分布特性

広葉樹稚樹は16種. 13，357本/haが認められた

(衰ー 2)。

樹種別ではミズナラが5，714本/ha.ウリハダカエデ

が3，357本/ha.キハダが1，214本/haと多かった。

また植栽されたスギ2，286本/haのほか，天然スギも

643本/ha含まれていた。

主な秘の稚樹の分布特性を知るため，枠面積を 1x 
1から 4x 4耐に変えた時の森下の 10'指数(森下，

1979)を求めた(図-3)0 10'指数は 1のときラン

ダム分布.0<10'<1のとき規則分布， 1<10'の

時，集中分布となる。これによると， ミズナラ，ウ

リハダカエデでは 1耐から 4mtまでいずれも集中分

布であり，ウリハダカエデは特に集中性が強かった。

キハダでは 2x 1耐以上ではランダム分布を呈して

いた。全体ではどの枠面積の時も集中分布であった。

調査区は山頂から斜面を下降するように縦長に設

定された。そこで長さ(斜面の上下)方向に 1mごと

に区切り，ポール横断で得られた地形断面，帯状区

頂点からの水平距離と主な種の稚樹の各小区での本

数(1 mlあたりに換算)の関係を図-4に示した。

全種では山頂で少なく斜面下部で多かった。ミズナ

ラは斜面上部で多<.下部で少なかった。ウリハダ

カエデは山頂，斜面上部で出現せず，下部で多かっ

た。キハダ，コナラの分布には特別な傾向がなかっ

た。

ミズナラは大型の種子をもち，その散布範囲は狭

いため母樹の配置等によって稚樹の分布にばらつき

が生じることが考えられる。周辺の林分ではミズナ

ラは全ての立地に出現したが相対的に斜面上部に多

かった。ミズナラ稚樹も斜面上で多しこれとよく

対応していた。また，残存林分の調査結果ではウリ

ハダカエデは斜面下部に散布されたことが考えられ

る。これらの積が集中分布だったのは，このような

母樹の分布に偏りがあり，種子の散布範囲が比較的

狭いためと思われる。

キハダは残存林分での調査では出現しなかったた

め，母樹の密度は相対的に低いと考えられるが，稚

樹数は 3番目に多かった。そしてランダム分布であ

った。この原因としてこの穂子が烏によって散布さ
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れることや埋土種子として林地に蓄械されているこ

とが考えられる。北海道の火入れ地でもキハダは多

く発生するという報告（菊地，1990）がある。

以上のように各種の分布に偏りは見られるがそれ

ぞれが補いあう形で全体では均等に近い分布を呈し

ていた（図－４)。

樹高の頻度分布（図－５）をみると，植栽された

スギが90～160cmになっているが，広葉樹では一部成

長の良いウダイカンバ，ウリハダカエデを除いて，

樹高は20cm～30cmをモードとしていた。どの種の樹

高も揃った状態になっているのは下刈りのためと考

えられる。そこで稚樹の形態から伐採がされたかど

うか調べた結果，全体の62％の個体は伐採を受けて

いたが，その都度萌芽枝が発生する等して，再生し

て来ているようである。ブナ(前田ら，1985)，シラ

カンバ(函館営林局，1968)，ミズナラ(今田，1972）

についても下刈りは更新にとって影響は少ないと言

われている。しかし，除伐は枝下の上がったカンパ

類を林地から消滅させるなど影響が大きいことから

(長谷川，1991)，下刈りも期間の長さによっては，

影響があるだろう。これは今後検討を要する事項で

ある。

これまで提出されたブナの更新完了基準は稚樹高

30cmのとき3,000本／haから50,000本／haまで，６０

cmで5,000～10,000本／ha，150cmで２，０００本／ｈａと

なっているが，単純に本数だけでなく，稚樹の樹勢

や分布の均等性も重要である(谷本，1990)。ここで

はブナではないが平均樹高約20～25cmの高木性広葉

樹が，14,000本／ha，３０cm以上では全体の40％，

5,600本／ha生育していた。また尾根上で少なく，種

によってばらつきがあったが，全種で見ると斜面で

はほぼ均等に分布があり，上の基準の一部を満たし

ていた。

無作為に択伐を繰り返すとキハダ等の疎林になっ

てしまう（谷本，1990）ことや火入れ地椿えではカ

ンパが多くなるといわれる。特にブナ，ミズナラは

カンパ類に比べ，更新の成否にばらつきが大きく，

更新の失敗が問題となっている。それは種子の生産

(時期，量)，散布（範囲，量）にばらつきが大きい

ためであるが，ここでミズナラが5,714本／ha生育し

ていたことは，当地のような林分を伐採するにあた

って天然下種更新を成功させる可能性を示していた。

Legends

l目:鞠
２６ 100

０

Iト,H，
０
５２

副
Ｅ
寺
③
【
へ
●
ｏ
ｚ

認
終

０
５

0

10

０
４

０

４０

200

'１ 』

２０００１００２０００１００

樹商階（c、）

Heightclass

図－５主な椎樹の樹高の頻度分布

Frequencydistributionsoftreeheightofmainseedlings，
Ｎｏｔｅ：ＳｙｍｂｏｌｓａｒｅｔｈｅｓａｍｅａｓｉｎＴａｂｌｅｌ

1００

Ｌ
０
０１

００
Ⅱ 川

０



揃林技研撒６，９２

４．おわりに

この林地はスギの収穫を目的として拡大造林が行

われたが，これに伴った皆伐一スギ植栽－３年間の

下刈りという一連の施業は，広葉樹の更新の面から

は少なくともマイナスには作用しなかったといえる。

横雪斌，土壌などから判断すると当地はスギ造林可

能の上限地帯である（平ら，1990）が，成長が芳し
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